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〔会員だより〕

フィンランドで開催された国際家族看護研究学会に参加して

中村慶子）） 飯村直子2) 漬中喜代3) 中村由美子4)

私たち4名は，昨年5月13日～15日にフィンラン

ドのタンペレ市で聞かれた国際家族看護研究学会

(International Family Nursing Research Congress）に

参加いたしました．その時の印象や学んだこと，考え

たこと，決意したことなどをリレー方式で報告いた

します．

1. タンペレの町と国際家族看護研究学会

中村慶子

“Kiitos”この言葉が飛び交うフィンランドへの第

l歩は，紺色と黄色のヘルシンキ空港でした．サンタ

クロースの国，ムーミンの国，森と湖の国，福祉の国，

そんなイメージでとらえていた北欧の国です．家族

看護学の魅力と同じくらいに思いを膨らませた旅で

した.5月11日，ヘルシンキの町並みは，雪解けで

少し壊っぽく，春を迎える準備が進んでいました．ヘ

ルシンキ駅から特急列車で移動し，保養地ツルクを

経て学会開催地のタンペレに入りました．タンペレ

の町は，湖に固まれた美しい古都でした．

13日午後，家族看護研究学会の Registration，フィ

ンランドの白夜にとけ込んだような淡いブルーのタ

ンペレホールが学会の会場でした．学会スタッフの

笑顔で迎えられ，パスで、世界各地の参加者とともに

タンペレ市の観光に参加しました．美しい教会や町

並み，澄み切った空気の古都はまたハイテクの町で

もありました．

学会の参加者は約210名程度で，日本での参加者

の多い国際学会と比べるとむしろ静かな，専門分野

1)愛媛大学医学部看護学科

2）日本赤十字看護大学
3）慈恵会医科大学医学部看護学科

4）北里大学大学院看護学研究科博士後期課程

の学会という印象でした．発表演題は148題で，その

内口漢が92題でした． 日本からの参加者は9名程，

発表は5題でした．学会の内容の詳細については，別

の報告に譲りますが，この学会で，最も印象に残った

言葉は， Plenarysession （アメリカ・フロリダ大学，

Ma司orieWhite教授）の『TheFamily Kaleidoscope』で

した．聴衆として参加しましたが，英語のヒアリング

が困難な私にとって，一緒に参加した仲間のサポー

トと帰国してのAbstractsが頼りでした．

『TheFamily Kaleidoscope』の講演の中で，家族は

「万華鏡jとして，そして，その本質として示された

3つのキーワード“Reflection”，“S戸nmetry

less patterns”の電子辞書の記述は， 「反射・反響・

映像・姿かたち・反映するもの・不利なはね返り・

熟考，意見感想J,r対称・相称・つり合い・調和美J,
「終わりない・果てしない・循環の・継ぎ目のない

型…」でした．その内容は，帰国後のったない私の学

習でも，目の前に対象とする家族が浮かんでくるも

のでした．国際学会で家族看護を学ぶとともに，自分

の家族看護をどう表現していくのか，今，体験し，実

感している家族支援を記述していくことが大切なの

ではないだろうかと考えました．
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帰国後，日常的な日々に戻りましたが，フィンラン

ドの旅で得たもの，それは，美しい森と湖の国の豊か

な時間，小児看護と家族看護を語り学びあえる友人，

私のこれからの家族看護への道しるべでした “Ki 

itos”「ありがとうJがフィンランドレポートの最後の

言葉です．

2. フィンランドと家族看護

飯村直子

2つの大きな湖に挟まれたタンペレ市は首都ヘル

シンキの北175kmに位置するフィンランド第2の

都市で， 2つの大学と大学病院，技術研究センターな

どがあるフィンランドが誇る文化研究都市ですが，

それでも人口はわずか19万人にすぎません．

国際家族看護研究学会は参加者が210名程度のこ

じんまりとした学会でしたが参加したメンバーは

世界20カ国に及び，家族に対するケアということが

各国で注目されてきたのだと感じられました．参加

者がもっとも多かったのはもちろんフィンランドか

らで 123名，続いてアメリカからがお名，カナダか

らが12名でしたが，それに続いて日本からの参加が

9名，イギリスやスウェーデンを押さえて4番目に

多いということで会場でもけっこう目立っていまし

た．とてもアットホームな雰囲気で，学会自体がまる

で家族のような暖かさがありました

フィンランドには看護の大学院が5つあります

全人口が510万人と日本の20分のl以下であるこ

とを考えますとう日本より多いといえるかもしれま

せん．家族看護学のコースがあるのはタンペレ大学

だけですので，家族看護学の研究が進んでいるアメ

リカやカナダに比べるとまだまだという印象です

が，看護者がどんどん地域にでていって他の専門職

と連携をとりながら患者さんや家族の援助を積極的

に実践している姿が，研究発表を聞いていて伝わっ

てきました．

フィンランドは長い間スウェーデンやロシアの支

配下にあり，また他のヨーロツパ諸国とも近隣のス

カンジナピア諸国とも大きく異なった，独自の文化

を持っています．非常に繊細で凡帳面なところがあ

り，情緒的にも日本人と似かよっているところがあ

るなという印象を受けました．日本と同じように農

業中心の社会から工業・サービス産業中心の社会へ

と転換し，大家族制が崩壊して核家族化が進行中で

す 家族に対する心遣い等も他の欧米諸国とは違っ

て非常に日本人に近い感じがあり，今でも在宅の高

齢者の親族介護の割合は他のヨーロツパ諸国より多

いということでした．日本と同じように高齢化，少子

化という問題に直面しており，高齢者を介護してい

る家族をどのように支援していくか，核家族で育児

をしている若い家族をどう支援していくかというよ

うなことが話題になっていました．

昨年カナダのカルガリ一大学の FamilyNursing 

Extemshipに参加したときの各国の友人やカルガ

リ一大学のライト教授，ベル準教授にも再会するこ

とができ，旧交を温めるとともに新たな刺激を得る

ことができました．今後また，小児看護の中で、家族に

焦点をあてて研究を続けていきたいと思います．

3. 小児看護学についての発表と CityReception 

（タンベレ市主催レセプション）

漬中喜代

フィンランドのタンペレで開催されたこの学会に

ついて，ここでは小児関連と私自身が参加したセッ

ションおよびCityReceptionについて紹介したいと
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思います．プログラムのタイトルからみると小児関

連の演題が33と全体の4割を占め，またその内容は

出産－育児に関するもの，父親に焦点を当てたもの，

慢性疾患 障害児の親の対処，きょうだい関係，思春

期の子どもと家族などであり，日本家族看護学会と

同様に家族看護分野では小児看護が大きな位置を占

めていることが伺えました.5つの会場に分かれて

いるため，興味関心がある演題が重なり迷いました

が，家族看護のモデル開発，家族ダイナミクス，家族

サポート，慢性疾患の家族などのセッションに参加

しました．

家族看護のモデル開発のセッションではうタンペ

レ大学のTuomi氏が『Thelife course perspective in 

family nursing researchJの中で，人生のなかの重要な

時期を捉えた説明を行い，とても明解でわかりやす

い内容でした．

家族ダイナミクスのセッションでは，日本から慶

臆看護短期大学の関戸先生，山口県立大学の岡光先

生の研究が報告され，文化背景の違いについての質

問がありました．

慢性疾患の家族のセッションでは，私の研究テー

マに関連した端息の子どもをもっ両親のコーピング

について，グランデツトセオリーを用いた研究発表

があり，方法論，結果を共有できることを嬉しく感じ

ました

全体として，国は違っても家族看護に対する興味

関心，問題の捉え方は共通であることを痛感しまし

た．その国の文化背景や社会背景，保健システムの違

いを理解した上で，看護という共通語で話し合える

国際会議の持つ意味がわかったよい機会でした．

14日の夕方，CityReceptionが100年以上の歴史あ

る建物である TheOld City Hallで開かれました．正

装した参加者に，タンペレ市の助役夫妻が，参加者ひ

とりひとりに握手して歓迎され，厳かな雰囲気の中

に会が始まりました．ホールにはフィンランドの著

名な画家の絵が飾られ，美しいシャンデリアが輝く

もとで，今までに参加している人はお互いの再会を

祝し，初めての人では自己紹介や名刺交換を行った

り，とても家庭的な雰囲気であり，国の境を越えたす

ばらしい交流の場になりました．日本はもちろんの

こと，他の国の方々も家族看護は今始まったばかり

であると表現することが多く，これから家族看護を

構築し発展させていこうという意気込みのようなも

のを感じ，私にとってよい刺激になりました．

4.研究発表をきいて

中村由美子

国際家族看護研究学会は，学会長である Marita

Paunonen教授の『フィンランドにおける家族看護研

究の発展』の話から始まりました．午後はアメリカの

Marjorie White教授の『TheFamily KaleidoscopeJとし、

うテーマの講演で，万華鏡のように家族を様々な側

面から視点を変えてみていくことについて話され，

興味深くきくことができました． その後は， 14日，

15日の2日間， 19のsessionに別れて研究発表やポ

スターセッションがありました．演題の内容はうもち

ろん家族に閲するものですが，家族へのサポートや

資源，家族の危機や悲嘆，家族の健康と QOL，家族

ダイナミクス，家族看護における研究方法などバラ

エテイに富むものでした．しかし，共通して感じられ

たのは，家族看護という古くも新しいこの分野で，家

族全体を私たち看護者の対象として見ていこう，家

族を支えるのは私たち看護者であるという意気込み

でした．文化も歴史も異なるいろいろな国の看護者

が，家族を支援する協力者として自分達看護者を位
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国際家族看護研究学会プログラム

5月13日（木）

15: 0かー21:00 学会登録
16 : 00-17 : 30 タンペレ市内観光

20: 00-ー22:00 開会パーティー（タンペレホール）

5月14日（金）

g:oか－ 9: 30 開会式（小ホール）
g:oかー10:15 会長講演：フィンランドの家族看護研究の発展

Marita Paunonenタンペレ大学教授（小ホール）

音楽

10: 15-12: 00 一般演題発表（各会場）

12: 0かー13:30 昼食，ポスター展示

13: 3か－14: 15 特別講演1：家族は万華鏡

Marjorie Whiteフロリダ大学教授（小ホール）

14 : 15 14: 45 コーヒータイム，ポスター展示

14: 45 16: 30 一般演題発表（各会場）

19 : 00-20 : 30 タンペレ市主催レセプション（オールドシティーホール）

5月15日（土）

9:3かー11: 15 一般演題発表（各会場）

11 : 15-12 : 45 昼食，ポスター展示

12 : 45-13 : 30 特別講演2：家族研究と実践の橋渡しとしての理論； Systemic Oraganizationの枠組

Marie-Louise Friedemannフロリダ国際大学教授（小ホール）

13 : 30-14 : 00 コーヒータイム，ポスター展示

14: 0かー15:45 一般演題発表（各会場）

16: 0かー17:00 特別講演3：家族看護研究の未来への挑戦

Paivi Astedt-Kurkiタンペレ大学教授（小ホール）

閉会式

音楽

20 : 00-24 : 00 ディナーパーティー（レストランラテルナ）

の中では強調されていました．
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置づけ，デイスカッションしている姿は，やさしくも

厳しく，また，温かいものでした．

私が参加した sessionでは，家族ダイナミクスをス

ケールやフォーマットを開発してみることで看護に

生かしたり，また，子どもが病気になったことがし、か

に家族に影響を与えるのかなどについて発表が行わ

れていました.Fatheringなど親役割についての発表

もあり，家族の発達段階や家族メンバーの相互作用

などについても多くのことを考えさせられました．

日本からは5題の発表があり，おもに病児をもっ家

族に関する内容でした．多文化的な見方や家族のポ

ジティブな側面，家族の力を信じることなども研究

この学会に参加して，私たち看護者が家族のパー

トナーとして，積極的な協力者として家族を支援す

るためにも，いろいろな国の看護者と会い，お話がで

きることは有意義であり，貴重な経験でした．私事な

がら，カナダのカルガリ一大学のWright先生やBell

先生にもお会いできたこと，またマギール大学の

Helene先生などからお話を伺えたことも，とても楽

しかったことです．家族看護を行う看護者の熱気を

肌で感じた3日間でした．

今年は，シカゴの家族看護学会でまた会えること

を楽しみにしています．




